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まん延防止等重点措置、６月 20日まで延長 

まん延防止等重点措置実施期間が 本日６月１日から６月２０日まで再度延長されてい

ます。本日６月１日付けで「まん延防止等重点措置の再延長に伴う浦和南高校の教育活動

について」の通知を学校メール epa で配信するとともに、学校ホームページにも掲載しま

した。前回の５月 11日の通知と同内容です。引き続き、学校生活における感染予防の徹底

について、ご理解、ご協力をおねがいします。 

これからの社会に必要な課題解決力 

 日本では国で教育行政を所管している省庁は文部科学省ですが、経済産業行政を所管す

る経済産業省が 2018年からホームページで「未来の教室」を掲載して、教育について積極

的に提言をしています。https://www.learning-innovation.go.jp/ 

今回は、経済産業省の「未来の教室」の提言をご紹介し

ます。 

これからの社会では、今まで以上に課題解決力が求めら

れます。ここで言う「課題」とは、過去に例のないもので

あり、どんな書物を調べようとも明確な答えが載っていな

い新たな問題です。例えば「超高齢化社会における働き方」

についての議論を最近頻繁にニュースで目にしますが、人

間の寿命が今後世界規模で延びていくとなると、どの国に

おいても避けては通れない問題でしょう。高齢化の進む日本はその問題にいち早く直面し

ていることもあって、「課題先進国」と呼ばれて注目されているわけです。もちろん成功す

るに越したことはありませんが、外国からすれば別に失敗しても反省材料の１つにすれば

よい程度に思われているかもしれません。 

 ところで、そんな未知の課題に対処しなければならないときにはどのような力が必要と

されるでしょうか。決められたことを決められたように忠実に行う力ではありません。そ

れよりも、仮説を立てては実験と考察によってその真偽を確かめようとする探求心であっ

たり、各人がお互いの自由を承認し合える感性だったりするわけです。 

 こういった課題解決力について、経済産業省がいくつかの要素の関与を示唆しており、

具体的には「50センチ革命」「越境」「試行錯誤」の３つの言葉で表されます。 

●50センチ革命とは 

 社会において目を見張るような改善（提言内では「カイゼン」と書かれています）や世

界を変える発明や革新、さらには気の利いた新しいサービスを提供するためには小さな気

づきが必要なのですが、それをきっかけに最初の一歩を踏み出すことを「50 センチ革命」

と言っています。この言わば「小さな革命」を成し遂げるために必要な力として、「自己肯

定感」「自己効力感」「圧倒的な当事者意識」「他者への共感」「課題の発見力」「思い切りの

良さ」が、例として挙げられています。 
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●越境とは 

 ２つ目は「越境」ですが、こちらは文字だけ眺めていても意味が全くわからないと思う

ので、具体例で考えるようにしましょう。どうやら目に見えない精神世界で境界を越える

ことを意味するようですが、「異分野の視点や知見の理解力」「多様性の受容力」「タテ割り

や対立を溶かす対話力」「巻き込む力」などの力が越境を可能とし、総合して課題解決力を

構成します。１つずつもう少し考えてみましょう。 

 人がものを考える際には、その人の軸となる専門性（深い知識）が必要になるのは確か

です。お医者さんや弁護士、スポーツ選手など、みんな各自の生きる世界のことをよく理

解しています。ここでは作曲家を例にみていきますが、オーケストラのために曲を書き下

ろすとして、その人が全部の楽器に精通していることは稀でしょう。しかし大体は何か１

つの楽器は極めているのが普通で、その楽器を通して得た知識や経験をもとに作曲をして

いくことになるわけです。もちろんそれ以外の楽器の特性（音域や奏法）について知らな

ければ正確な楽譜は作れませんので、そういった知識が上で言う「異分野の視点や知見の

理解力」に当たるものでしょう。 

 勉強の世界だと、基礎学力や教養といったものが同義となります。「多様性の受容力」と

いうのは、「前に習え」であったり「出る杭は打つ」的な標語を掲げる環境では育ちにくい

能力です。ですが、世代間を超えて上司にも対等に意見できる社風であったり、失敗を恐

れず周りを巻き込めるほどのカリスマ性が、新しい働き方を考える上でますます重要にな

ってくるであろうことは、誰もが薄々気づき始めていることでしょう。 

●試行錯誤とは 

前述の用語に比べてこちらは一転、イメージするのは簡単です。ですが、育成に大変時

間を要するものであり、結果よりも過程を評価できるようになって初めて獲得が可能な能

力だとも言えるでしょう。遊びや創造という言葉から想起されるものとして「芸術」があ

ります。「創造性」とは普段から物思いにふけったり、静かに瞑想して考える時間があって

こそ伸びる能力で、こちらにおいても、たえず何かが誘惑してくる刺激の中で生活してい

たり、頭の中が仕事で埋まっている多忙な日常では到底獲得できそうにはありません。 

 「正解なき中での思考力」とは論理力や分析力を意味するのでしょうが、４つ目の「省

察」と合わせて、「論理的にものを考えられる人であれ！」という意味です。 

 「失敗からの回復力」は、捲土重来の精神を持ち、落ち込むときはとことん落ち込んで

悔しがっても、そこからまた復活できる、某アニメの主人公みたいな人物をイメージすれ

ばよいでしょう。 

日本の教育が抱える問題 

 これまで、課題解決力に関与する３つの要素についてみてきたわけですが、これらは日

本の教育が得意とするところではありません。、有識者との話し合いにおいてあがった、現

在の日本が抱えている問題点についていくつか挙げていきたいと思います。 

●学ぶ意味を知らない 

ただ黙って言われるがまま、与えられるがままに受け身的な勉強をしていると、結局、

課題を自ら発見したり設定しては、それを解決することのできない大人になってしまいま
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す。 

●どうしてこの教材を学ぶのか。 

 今の日本には、勉強をする意味を答えられない子どもが多く、自立した人間が持つ基本

姿勢が身に付いているとは言えません。 

●批判的な思考が育たない 

批判的思考（クリティカルシンキング）については大学で初めて教わる場合もあるでし

ょうが、なるべく早い段階で獲得しておくことは重要です。ですが、それを教えるために

アクティブラーニング型学習を行ったとしても、先生のシナリオがまずありきで結末が透

けて見えていたり、ただ体験し協働して感動するだけが授業の目的になっているようでは

いけません。ただし、このことについては教える側にも弁明の余地があり、教員自身が探

究の時間やアクティブラーニングを楽しむ時間が取りづらい状況に置かれているという問

題もあります。 

●秩序やルールを大人だけで作っている 

所属している集団に存在する秩序や常識に疑問を感じたら、それを積極的に変えにいく

ための機会となるのが「特別活動」や「総合的な探究の時間」と呼ばれる授業です。どん

な学校であっても、生徒と教師が立場を超えて議論できる場を設けることは必要です。他

者への共感の精神を教えるためにも、学校という場所が、おかしいところはおかしいと言

える空気に変わることが大切でしょう。 

●基礎を終えるまで応用問題を扱わない 

従来の教育方針では、「浅く広く基礎を固めてから初めて応用問題を解く」という順番で

授業が進みました。しかし、応用問題を先に提示することでまずは当事者意識を持たせて

しまい、その問題をどう解くか探求していく中で必要な知識を学び取らせていく学習スタ

イルもあって然るべきではではないかというのが経済産業省の提言です。 

 ロボットのプログラミングをしていた中学生が最先端の海外の論文を読むだとか、物理

の計算に必要な三角関数をまず先に学ぼうとすることがあってもよいと思います（もちろ

ん全部をこういうスタイルにしろと言っているわけではありません）。 

以上が、これからの日本社会に求められる課題解決力の育成に必要な要素と、現在の教

育現場に存在する課題です。これからの教育で考えるべきキーワードとして「学びの生産

性」というものがあります。これは、費やした時間に対して得られた能力の価値を意味す

る指標のことで、簡単に言えば「費やす時間と見返り能力に関するコスパ」のようなもの

です。そんな学びの生産性を最大限に高めることができれば、これまで述べてきたような

解決力は獲得できるというのが「未来の教室」の見解となっています。 

 

【浦和南高校６月の予定】 

６月 ７日（月）～１１日（金）…教育相談週間（４５分短縮４時間授業） 

６月１２日（土）…土曜日公開授業（保護者対象） 

６月１５日（火）…学校運営協議会 

６月１９日（土）…市職員採用試験会場準備 

６月２０日（日）…市職員採用試験会場（生徒立入禁止） 


